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　Ⅰ プロローグ





では，1983 年 O.C. 版（1），2003 年 Colección 版（2），2005 年 Taurus 版（3），1977
年白水社版（4）に共通して見られる付録三点のうちの二点，即ち『革命の終焉（El 
ocaso de las revoluciones）』及びそれへの添付稿の形でくまれた『幻滅した精神
に関するエピローグ（Epílogo sobre el alma desilusionada）』のみを取り上げる
ことにしたい。他の一点，『アインシュタインの理論の歴史的意味（El sentido 






Ⅱ 『革命の終焉（El ocaso de las revoluciones）』の内容鳥瞰
Ⅲ  『幻滅した精神に関するエピローグ 
 （Epílogo sobre el alma desilusionada）』の内容鳥瞰
Ⅳ   『革命の終焉（El ocaso de las revoluciones）』及び 
『幻滅した精神に関するエピローグ 
（Epílogo sobre el alma desilusionada）』の内容整理
Ⅴ　エピローグ











　　Jos é Ferrater Mora, Ortega y Gasset, An outline of his philosophy, New 
Heaven, Yeal University, 1957.
　　Ern st Robert Curtius, Essay on European Literature, Trans. by Michael Kowal, 
Princeton, N.J., Princeton University Press, 1973 （Kritishe Essays zur 
europäische  Literatur, Francke Verlag, Bern, 1950）.
　　Julián Marías,  1. Ortega Las trayectoricas, Alianza Editorial, Madrid. 1983. 
2.  Ortega Circunstancia y Vocación, Alianza Editorial, Madrid, 
1960.
　　Joh n T. Graham,Theory of History in Ortega y Gasset, “The Dawn of Historical 










イドラ（Idora）や B.d. スピノザの第一種認識様式（cognitio primi generis）に




ステインの ”Unthinking” の継続を心懸けつつ，E. フッサールの研究姿勢を座
右の銘としてきた所以である（7）。
　さて，これから，付録二作品それぞれで何が論じられているのかについての













　Ⅱ 『革命の終焉（El ocaso de las revoluciones）』の内容鳥瞰
　この試論の趣意（La intención de este ensayo）は，革命現象の根源を知性の
特定の状態の中に求められねばならないという見解の証明，及びヨーロッパに
おける革命の終焉の確認であるとし（1），その作業として，第 1 工程，プロロー
グを兼ねた伝統主義概念の定義（第 1 段落～第 13 段落），第 2 工程，伝統主義
的精神態度から合理主義（理性主義）的精神態度への移行並びに合理主義的精
神態度に代わる新しい精神的機構の誕生 （第 14 段落～第 39 段落），第 3 工程，
歴史的包括的発展段階における革命的精神図式の適合性（第 40 段落～第 51 段
落），第 4 工程，革命現象の根源及び革命後の精神世界（第 52 段落～第 59 段












場合には，我々の否定的概念（el nuestro negativo concepto）に対応する否定
の現実的な力，否定が示す肯定的性格（el charácter positivo）があるといって
よい（3）。しかも，この視座の下に一時代について吟味すれば，それは，時代
の趨勢と否定的傾向とのレパートリー（un repertorio de tendencias y negativas）
であり，愚鈍と盲目の体系と結びつけられた鋭敏と明識の体系（un sistema de 
















































を提示し，しかも，人間は，伝統主義的精神の状態（un estado de espíritu 
tradicional）から合理主義的精神の局面（un estado espíritu racionalista）へ，更
に後者から神秘主義の体制（un régimen de misticismo）へと移行して行くと
いう考えを披瀝している。それらは，言うなれば霊魂の機構の異なる 3 形式
（tres formas diferentes del mecanismo psíquico），人間の知能装置の相違した 3









自分の知性を満足させる説明（una explicación que por sí misma satisfaga a la 
inteligencia）を何一つ求めようとしない＝幼年時代から聞かされた神話的物語










uso y costumbre de los padres）にあるわけである。斯くの如き精神こそ，オル









諸国民（las naciones）は有機的に組織されたが，やがて，国民体（el cuerpo 











め込まれている＝個は自己自身の行為の主人公ではない（no es protagonista de 
sus propios actos） ＝彼の人格は独自の，他から区別されたものではない（su 
personalidad no es suya y  distinta de las demás） = 精神的に反応する態度は，祖

















統主義とは同じ心理的効力なのである（Individualismo y antitradicionalismo son 















































前 7 ～ 6 世紀ころのギリシャの哲学体系，ケプラー，ガリレイ，デカルトの力
学，また 17 ～ 8 世紀の自然法のようにである。幾何学的方法によって製造さ
れたこれらの理念構造の透明性（la transparencia），正確性（la exactitud），厳
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眼的な人は（las gentes miopes）これを一般的な反動（una universal reacción）
と推測するかも知れないが，歴史において反動の時代という如きはあったこと
がない。反動というものは，反革命という一時的な局面の急転であり，束の間
のつなぎである。反動は，革命の寄生物（un parásito de la revolución ）以上の
ものではない。反動は，新しい均衡へ到達する際常にそれに先だって起こる動























































　第４作業工程（第 52 段落～第 59 段落）pp.177-180.
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おける一段階に過ぎないと述べた（El tema de este ensayo se reducía a intentar 
una definición del espíritu revolucionario y anunciar su fenecimiento en Europa. 
Pero he dicho al comienzo que ese espíritu es tan sólo un estadio de la órbita que 










































　Ⅳ  『革命の終焉（El ocaso el las revoluciones）』及び『幻滅した精 









している。例えば，ダントン（Georg Jacques Danton ），デカルト，カント，
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H. ピレンヌ（Henri Pirenne），T. モムゼン（Theodor Mommsen），E. マイアー





を困難にしている。更にまた，この作品の本質乃至骨格を構成する ”la palabra 
clave” として，定義（la definición），「否定的概念（el concepto negativo）＝肯
定的性格（el carácter positivo）」，伝統主義的精神（el espíritu tradicional），合
理主義的精神（el espíritu recionalista），神秘主義（el misticismo），過激（急進）
主義（el radicalismo），幾何学的方法（more geométrico），ユートピア主義（el 
utopismo），革命（la revolución），生（la vida），理性（la razón），パースペク
ティヴ（la perspectiva）を指摘できよう。但し，これらの語彙は，オルテガ独
特の視点で捉えたもので解釈には注意を要する。論理展開の構図としては，第


















る「形態は限定に他ならず，限定は否定に他ならない（figura non aliud, quam 
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ての作業である。既に『現代の課題（El tema de nuestro tiempo）』で解した如く，
オルテガが思索しているパースペクティヴとは，実在の構成要素の一つである
（uno de los components de la realidad）。言い換えれば，宇宙の実在は一定のパー
スペクティヴのもとにみられるような性質のものであるといってよい。どの視
点から見ても，常に同一の像に成るような実在は不条理な概念（un concepto 




























の関係の根本的逆転が革命的精神の真の本質である（Este vuelco radical de las 
relaciones entre vida e idea es la verdadera esencia del espíritu revolucionario）と
定義づけている。しかも，こうした革命的精神は，紀元前 7 ～ 6 世紀ころのギ












ば，私自身を救わないことになる（yo soy yo y mi circunstancia, y si no la salvo a 
ella no me salvo yo. ）」（9）或いは「人間は自分を取り巻く環境についての十分な
認識を得たとき，その能力の最大限を発揮する。それらの環境を通して，世界
と交わるのである（El hombre rinde el máximum de su capacidad cuando adquiere 





































































































　（ 1 ）　 O.C. 版 ; José Ortega y Gasset,Obras Completas, Alianza Editolial, Revista de 
Occidente, Madrid, 1983. Tomo Ⅲ
　（ 2 ）　 Colección 版 ; Ortega y Gasset, Obras de José Ortega y Gasset,Colección editata por 
Paulino Garagorri, Revista de Occidente,en Alianza Editorial,2003.
　（ 3 ）　 Taurus 版 ;José Ortega y Gasset,Obras Completas, Tomo Ⅲ, Santllana Editiones 
Generales, S. L. y Fundación José Ortega y Gasset, Juan Pablo Fusi Aizpurúa, 
Taurus, 2005.
　（ 4 ）　白水社版；『オルテガ著作集』Ⅰ，白水社 1977 年。
　　　　 ＊なお，Colección 版では追加稿（anejos）として，Ⅰ Mesura a Einstein., Ⅱ 
藤本吉蔵（オルテガ）.indd   25 2014/03/19   17:32:45
─ 178 ─
オルテガ研究の覚え書き（5）（藤本）
Con Einstein en Toledo., Ⅲ Ni vitalismo ni racionalismo., Ⅳ La resurreccíon de la 




　（ 6 ）　 拙著『オルテガ研究の覚え書き』（1）・（2）・（3）・（4），国士舘大学政経学部附
属研究所，平成 22，23，24，25 年。
　（ 7 ）　 『覚え書き』（1）p.169.,（2）pp.194-195.,（3）p.94.,（4）p.141. Edmund Husserl, 
Briefwechsel, Band. X., Kluwer Academic Publishers, Dortrecht, 1994. Husserl 
an Brentano Ⅱ, 15. X, 1940, S.20, Ib. Husserl an Brentano, 3. 1. 1950, S.25-26.
Immanuel Wallerstein, Unthinking Social Science, Polity Press, 1995., pp. 1-4. The 
Works of Francis Bacon, Novum Organum. Stuttgart-Band, 1963, pp.163-172.
　（ 8 ）　 筆者としては，「力量のないものがすぐれた人の真似をしてかえって軽薄になっ
たり，あまりにも高遠なものを求めたために不成功に終わる」ことを戒めるべ
きと心得ている。『故事 ことわざの辞典』，2002 年，900 ページ。
　Ⅱ 『革命の終焉（El ocaso de las revoluciones）』の内容鳥瞰
　（ 1 ）　 第四作業工程はこの見解の吐露で始まる（Colección 16, p.296.）
　（ 2 ）　4 作業工程への仕分けは筆者によるもので，原著にはない。
　（ 3 ）　 こうした視点で，”Uno de los ingredients que actúan en la historia romana es la in-
capacidad del latino para la técnica, En la decadencia del mundo antiguo fue esta 
ineptitud uno de los factores más enérgicos.” と解釈している（Colección 16, p.154.）。
　（ 4 ）　 ”No lo es, por ejemplo, que una parte de la sociedad se rebele contra los gobernantes 
y violintamente los sustituya con otros.” と 推 断 し（Colección 16, p.155.）， そ れ
らとは本質的に異なる経過をとる別の類型として，”la revolución inglesa del 
siglo Ⅹ Ⅶ, las cuarto francesas del Ⅹ Ⅷ y Ⅹ Ⅸ y, en general, toda la vida pública 
de Europa entre 1750 y 1900, que ya en 1830 era filiada por Augusto Comte como 
<<esencialmente revolucionaria>>.” と提示している（Colección 16, p.155.）。
　（ 5 ）　 ここに，”Este estado de espíritu no se produce en cualquier tiempo; como las frutas, 
tiene su estación.” といったオルテガ独特の表現がみられる（Colección 16, p.155.）。
　（ 6 ）　 この節を確認する為にダントンの資料を捜し求めたが，手にできなかったので，
遺憾ながら孫引きの形をとった（Colección 16, p.155.）。
　（ 7 ）　 注で ”En rigor, habría que distinguir muchas más modificaciones de la psique humana 
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a lo largo de un ciclo histórico <completo>;…..”. と断ってのことである（Colección 
16, p.156, not. 1.）。
　（ 8 ）　 この説明の為に ”La matemática es el producto ejemplar de la razón pura. Sus con-
ceptos son conseguidos de una vez para siempre, y no hay peligro de que un día la 
realidad los contradiga, porque no han sido tomados de ella…La razón pura se mueve 
simper entre superlatives y absolutos. Por eso se llama a sí smisma pura.”（Colección 
16, p.163.）と述べている。
　（ 9 ）　 Henrri Pirenne（La Anciennes Democraties des Pays-Bas）を参考にしている。本
節注（12）に引用ページ数を提示する。なお，H. Pirenne 理論については，Henrri 
Pirenne, Early Democtacies in the Low contrries, Tran. By J.V. Sanders, The Norton 
Library, N.Y, 1963。等も参考になる。
　（10）　 近代合理主義の祖デカルトは ”fluctuans fides sensuum.” とのべた（Colección 16, 
p.164.）。
　（11）　 この説明の為に ”Nótese que las cualidades enunciadas son específicamente intelec-
tuales; son, diríamos, las virtudes profesionales de la inteligencia.” と 述 べ て い る
（Colección 16, p.164.）。その卓越性が純粋な知的性質にある点に注意していただき
たい。それは悟性という専門職の特質であるといってよい。
　（12）　 Henri Pirenne, Les anciennes  democraties des Pays － Bas, Paris, E. Flammarion, 
1910, p.133, 197, 199, 200（Northwestern University Library 所収）． 
　（13）　 ”La fisonomía del alma tradicionalista y revolucionaria, que…coincide ….con el 
desarrollo de la historia europea desde 1500 hasta nuestros días（S.170）.” といった
視点に立っている。
　（14）　 ここにオルテガは，”Por rara fortuna, los datos nos permiten asistir documentalmente 
a la prima incorporación del alma de la tradición. Es el primer pensador cuya figura 
ha llegado hasta nostros con plena historicidad, Hecateo de Mileto, autor de un libro 
sobre los mitos populares que orientaban la vida griga.” と記述している（Colección 
16, pp.174-175.）。
　（15）　 Eduard Meyer,Geschichte des Altertums, Stuttgart, 1893, §352, S.555-556, 
（Northwestern University Library 所収）。オルテガは，革命前夜における近代
諸国民の構成と古代ギリシャの中世とのこれほど的確な対応はないであろうと
強調している。即ち，”Se inicia con la generalizasión de la moneda el capitalismo. 
Con el surge él imperialismo. Pronto va a comenzar la creación de grandes flotas, la 
falange de hoplitas, el cuerpo táctic infantería.” と述べている。p.174
藤本吉蔵（オルテガ）.indd   27 2014/03/19   17:32:45
─ 180 ─
オルテガ研究の覚え書き（5）（藤本）
　（16）　 W. メレンドルフは，『ギリシャの国家と社会（Wilamowitz-Mollendorf, Staat und 
Gesellschaft der Griechen） 』の中で，クレイステネスの改革について触れてい
ると指摘し，明確なページ数の提示もせずに引用している（Colecconp.174）。
なお，文献のタイトルについても少々誤記されているので，正式なタイトルと
引用箇所ページ数を示しておく。Wilamowitz-Mollendorf，Staat und Gesellschaft 
der Griechen und Rómer,Berlin und Leipzig, 1910, S.96-97.（Northwestern 
University Library 所収）. 
　（17）　 オルテガによれば，”Taine rozó esta idea al enumerar las causas de la gran revolu-
ción; mas , por otra parte, anuló su agudo descubrimiento, creyendo que se trataba de 
una modalidad peculiar al alma francesa. No vio que se trataba de una forma histórica 
que, al menos in Occidente, tiene carácter general.” ということである（Colección 16, 
p.176.）。
　（18）　 特に，”Escipión es un devoto sentimental de las ideas utópicas que Grecia le envía.”
と捉え，また，スキピオが用いた標語 ” Humanus sum（後に Soy hambre y nada 
humano me es ajeno. となった）” は，ヴォルテール，デイドロ，ルソーによっ
て再発見されていると指摘した後，”Esa frase es el eterno lema de todo espíritu 
revolucionario.” といった見解を明らかにしている（Colección 16, p.179.）。
　Ⅲ  『幻滅した精神に関するエピローグ 
 （Epílogo sobre el alma desilusionada）』の内容鳥瞰
　（ 1 ）　Colección 16, p.180.
　（ 2 ）　 しかし，それは ”…dos siglos nates hubieran sido dignamente desdenadas.” と捉え
ている（Colección 16, p.182.）。
　Ⅳ  『革命の終焉（El ocaso el las revoluciones）』及び『幻滅した精神に関す 
 るエピローグ（Epílogo sobre el alma desilusionada）』の内容整理
　（ 1 ）　 C. Gebhardt, Spinoza Opera, Epistorae 50, Heidelberg, 1972, p.240
　（ 2 ）　 G.W.F. Hegel, Samtliche Werke 19, Dritter Band, H.Glickner, Stuttgart, 1959, 
S.376-379.（Northwestern Univesity Library 所収）
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　（ 4 ）　 即ち ”dubito, ergo sum.” 或いは ”je pense, donc je suis; ego cogito, ergo sum, sive 
existo.” の命題に基づく思考で全てのものを明瞭判然と認識する起点である
（C.Adam & P.Tannery, Oeuvres Descartes, Paris, 1973-78, Meditationes, Meditatio
Ⅱ, pp.26-27., Responsio ad secundas Objection, p.140., Discours de la Méthode, 
pp.32-33.）。
　（ 5 ）　 C. Gebhardt, Spinoza Opera. Ⅱ, Heidelberg, Tractatus de Intellectus Emendatione, 
1972, pp.35-36., Ⅰ, Korte Verhandling van God, De Menschen des Zelfs Welstand, 
I, Cap.1. p.3, p.16, Cap.2, p.34, Cap.3, p.35.
　（ 6 ）　 Coleción 16, p.149. この点については，附録 “El sentido Histórico de la Teoría de 
Einstein” や El Espectador Ⅰ（1916）の内容把握を試みる場合でも触れる予定
である。拙著『覚え書き』（4），160-161 ページ。
　（ 7 ）　 Galileo Galilei, I Dialochi sui Massimi sistemi tolemeico e Copernicano, Milano 
1935, pp.140-141 （Northwestern Universiry Library所収）. Principia Philosophiae, 
Ⅱ, 36, pp.61-62. C.Adam & P.Tannery, Oeuvres Descartes, Paris, Principia 
Philosohiae, Ⅱ, 36, pp.61-62.
　（ 8 ）　 反革命という一時的な局面の急転であり，束の間のつなぎに他ならない反動を
意味しない。
　（ 9 ）　Colección 17, p.25
　（10）　Colección 17, p.21
　（11）　この点については，第 2 節，注（14）を参照せよ。
　（12）　 第 2 節注（13）をみよ。Nidditch Book Ⅱ, Chapter 25, p.118. Lock’s Tow Treatises 
of Government, Cambridge, 1970, Book Ⅱ pp.348-446. Nidditch Book Ⅱ, Chapter 
25, p.118. Hobbes,Opera Latina 3, Germany, 1966, Ⅰ. pp.5-7, 31-39, 123-126., Ⅱ. 
pp.196-209. 田中正司『市民社会理論の原型』お茶の水書房 1979 年，42-76, 
233-250, 295-329 ページ。
　Ⅴ エピローグ
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